
◦ 大変革が始まった
　アクティブ・ラーニングという言葉がこの１年で急激に広がりました。

その広がり方は「言語活動の充実」の時とはまったく違います。たとえ

ば、言語活動の充実の時は、「ま、話し合い活動を増やせばいいのね。

じゃあ、大丈夫」という雰囲気がありました。

　しかし、今回は違います。新学習指導要領の答申の出る数年も前から

アクティブ・ラーニングは大きな話題になり始めました。

　一方で、地方の教育委員会の中には、「アクティブ・ラーニングは今

までの実践の延長上にあります（つまり、少しやればいい）」と言ったり、

はては「アクティブ・ラーニングは既に我々のやっている実践です（つ

まり、何もしなくてもいい）」と言ったりしています。「言語活動の充実」

が学習指導要領に謳われた時には「言語活動の充実は今までの実践の延

長上にあります」と言ったり、はては「言語活動の充実は既に我々のや

っている実践です」と言ったりはしなかったと思います。「言語活動を

充実しましょう」と指導していたはずです。なぜ、今回は違うのでしょ

うか？

　怖いのです。今回のアクティブ・ラーニングはその程度では済まない

ことを地方の教育委員会も感じているからです。

　日本の学校教育は今までに二度、大きな変革がありました。

　第一は、近代学校教育制度が成立した明治の初めです。第二は、終戦

直後、戦後教育の誕生です。そして今回は、その二つに匹敵するほどの

まえがき
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大きな改革になります。今までの「総合的な学習の時間」の導入、「言

語活動の充実」、また、「道徳の教科化」とはレベルの違う改革です。

　それは近代学校教育制度が成立した根幹を根本的に変える大改革なの

です。

 

 
◦ あなたがキーパーソン
　本書を手に取っている方は、そのようなことを感じられるアンテナを

持っている方だと思います。そして、アクティブ・ラーニングの本や雑

誌を読み、対応すべきであることを理解している方です。

　しかし、アクティブ・ラーニングに対応できそうな単元は思いつくが、

逆に、アクティブ・ラーニングでどのように指導したらよいかイメージ

ができない単元もあると思います。１年間の指導をバランスよくトータ

ルにアクティブ・ラーニングで指導するには、さまざまな単元、場面で

の指導の実際を知る必要があります。

　本書はそうしたあなたのための本です。

　本書ではアクティブ・ラーニングで理科の教科指導をしている高校の

先生方の実践のノウハウを紹介しております。ぜひ、参考にしてくださ

い。使えるならば、そのまま使ってください。どうぞ。

　しかし、アクティブ・ラーニングは実は自由度の高いものです。本書

を通してさまざまな実践を知ることによって、「あなた」独自のものを

生み出してください。本書はそのきっかけになると思います。

　さあ、始めましょう！

上越教育大学教職大学院教授

西川　純
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一斉授業と
アクティブ・ラーニングの違いって？

◦教師は課題を与え、生徒は生徒同士で教え合い、学び合う。
◦生徒は能動的に動き、他の子に教えたり、質問したりする。
◦わからない生徒は、わかるまでクラスメートに聞くことができる！

アクティブ・ラーニングの場合

◦教師が一方的に講義をし、生徒は静かに座っているのが望ましい。
◦教師のペースで授業が進む。生徒は黙っている。
◦わからない生徒がいても授業は進む。

一斉授業の場合

4



まえがき    2

一斉授業とアクティブ・ラーニングの違いって?　4

アクティブ・ラーニングの授業を見てみよう!　5

CONTENTS

アクティブ・ラーニングってどんな授業?
CHAPTER

1

1 アクティブ・ラーニングとは何か？　14

2 アクティブ・ラーニングがいまなぜ必要か

　　～教育改革を見据えて心の準備　16

3 大学入試改革はもう始まっています　20

4 高校理科はどう変わる？

　　～コンピテンシーベースと探求型学習　22

5 アクティブ・ラーニングの基本的な考え方

　　～『学び合い』に基づく３つの観　24

6 アクティブ・ラーニングの実際の授業を見てみよう！　26

7 アクティブ・ラーニングへの生徒の感想　28

8 アクティブ・ラーニングへの先生の感想　30

「アクティブ・ラーニング」の風景　18

すぐ実践できる！　アクティブ・ラーニング　高校理科

COLUMN 『学び合い』によるアクティブ・ラーニングの「学校観」と「子ども観」　32

9



1 アクティブ・ラーニングをなぜするのか生徒に伝えよう　72

1 「目標」を中心に授業をデザインする　34

2 「評価」は「目標」と連動する　36

3 「活動」をデザインする　38

4 単元を丸ごとまかせる　40

5 基本的な文章や問いを使って基礎的な概念を獲得するための課題

　　（クローズな課題）　42

6 計算などを伴い明快な解が存在する課題　44

7 文章を読み解きながら自由に考察させるための課題

　　（オープンエンドな課題）　46

8 ワークシートの構成要素　48

9 課題作成の手法　50

10 物理基礎のワークシート例　54

11 化学基礎のワークシート例　58

12 地学基礎のワークシート例　62

13 アクティブ・ラーニング授業手法①　自分たちで授業をつくる　64

14 アクティブ・ラーニング授業手法②　ディスカッション　66

15 アクティブ・ラーニング授業手法③　プロジェクト学習　68

アクティブ・ラーニングの
基本的な考え方と課題の具体例

CHAPTER

2

アクティブ・ラーニングの授業の実際
CHAPTER

3

COLUMN  アクティブ・ラーニングはなんでもアリではない　70

10



2 状況によって、生徒に語る内容を変えよう　１　74

3 状況によって、生徒に語る内容を変えよう　２　76

4 はじめてアクティブ・ラーニングをやってみるときの工夫　78

5 ICT機器を活用しよう　～上手なつき合い方を学ぶ　80

6 ICT機器の限界も生徒に教えよう　82

7 評価の位置づけを考えてみよう　～評価は学びの潤滑油　84

8 達成度と学びの質を評価しよう　86

COLUMN  これからの教師の職能とは何か？　90

1 明日からアクティブ・ラーニングをやってみよう

　　～兎にも角にもまずは実践　92

2 教室、生徒の様子を振り返ってみよう　～次の一手を考えるために　94

3 教師として学び、成長するために　～実践と理論の往還　96

4 教師の学びを促すリフレクション

　　～コルトハーヘンのALACTモデル　98

5 教室の様子を見取ろう　～安心感の上にある学び　100

6 教員の役割の変化を認識しよう　102

7 よくある教師の思い込み　104

8 自分の中の思い込みに気づく　106

9 生徒の変化を気長に待とう　108

10 仲間をつくろう、後輩と話そう　～『学び合い』のある職員室に　110

授業を振り返り、生徒の反応を見取ろう
CHAPTER

4

COLUMN  アクティブ・ラーニングは方法ではない。教師の腹が成功のカギ　112

11



読書ガイド    154

1 考査問題の作成　114

2 PDCAサイクルとは　118

3 考査結果の分析　120

4 授業アンケートの作成と分析　124

5 「振り返りシート」を活用した日々の振り返り　130

定期考査と振り返りを活用しよう！
CHAPTER

5

COLUMN  評価はどうすればいいのか　134

1 アクティブ・ラーニング型授業と探究活動の関係　136

2 「問い」をつくる　138

3 探究活動の例：細胞の観察　140

4 仮説・実験計画を立てる　144

5 実験手法を基に実験計画を立てる　146

6 高い成果よりもまずは経験を　148

7 本格的な探究活動　150

8 プレゼンテーションの重要性　152

探求をさらに深める
アクティブ・ラーニング授業の可能性

CHAPTER

6

12



　物理の学習では、与えられた状況に対してどの公式を使うかを判断

し、計算を進めて答えを導き出すことが求められます。しかし、まずは

公式の運用の前に、物理法則に対する理解を深めることも重要です。内

容理解のための課題については、先述した生物の課題作成と同様の考え

方と方法が使えます。

　このワークシートは、物体の落下運動の単元です。最終的には課題３

にあるような問題を解く力も求められると思いますが、物理法則として

は、「自由落下の加速度は、空気抵抗を無視すれば質量によらずに一定

である」ことを理解することがまずは大切です。

　物理の場合には、生徒がもともと持っている素朴概念と物理法則が一

致しないことがあります。たとえば、この単元では「重いものは速く落

下し、軽いものはゆっくり落下する」という素朴概念があるでしょう。

　このような素朴概念と物理法則との不一致を考察させるような課題は

物理法則の理解には有効であると考えられます。課題１にはそのような

意図があります。

　課題１では、単純に「かかる重力が同じだから」と答えてしまうこと

もあると思います。実際には「質量に応じてかかる重力は変化する」わ

けですが、生徒の理解が困難な部分については教員による説明で解消し

ていくということも１つの手立てだと思います。

物理基礎の
ワークシート例	10

STEP

     物理法則に対する理解を説明させる     
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　物体の落下運動

目　標

１.物体が落下する際には重力のみが働き、鉛直方向に等加速度運動

を行うことがわかる。

２.水平方向に初速度がある場合には、水平方向に等速運動、鉛直方

向に等加速度運動を行うことがわかる。

課題１　空気抵抗がないとき、鉄球も紙も落下速度が同じになる。こ

れはなぜか説明せよ。

課題２　物体の自由落下の速度に関係するのは以下のどれかすべて選

べ。ただし空気抵抗はないものとする。

 ①落下開始からの時間　②物体の質量　③物体の材質

課題３　以下の条件での、３秒後の物体の速度v〔m/s〕と変位y〔m〕

を求めよ。ただし、鉛直下向きを正とする。

 ①物体を自由落下させたとき。

 ②物体を初速19.6m/sで鉛直に投げ上げたとき。

課題４　物体を水平投射、斜方投射する場合を考える。以下の問いに

答えよ。

①その物体が地面に落下するまでに、どのような力が働いて

いるか説明せよ。

②①を参考にして、物体の水平方向の速さと鉛直方向の速さ

はどうなるか説明せよ。

③②を参考に、物体がどのような運動をするか図示せよ。

発展課題

ティッシュペーパーと本を同時に落下させたときに落下速度はどうな

るか実際に試し、結果を考察せよ。また、本の上にティッシュペーパ

ーをのせた状態で落下させると、先ほどと比べて落下速度はどうなる

か実際に試し、結果を考察せよ。

55

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
課
題
の
具
体
例

C
h
a
p
te
r2



アクティブ・ラーニングの
授業を見てみよう！

1 授業開始

高校の教室。授業開始で
す。まず、教師が手短に
この授業時間での課題と
目標を伝えます。課題は
黒板に板書したり、プリ
ントを渡したりして、生
徒が明確にわかるように
します。写真では生徒同
士の組み合わせをトラン
プで決める提案を教師が
話しています。

今回はトランプで一緒に
学ぶメンバーを決めるこ
とになり、配られたトラ
ンプをもとに「さあ、ど
うぞ！」の教師の声で生
徒たちが動き始めます。
生徒が課題に取り組む活
動時間を最大限確保する
ことが大事です。活動時
間が長いほど学習効果は
倍増します。

2 「さあ、どうぞ！」で動き始める
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3 グループが生まれる

生徒は今回は配られたト
ランプの数字の一致する
メンバーとグループをつ
くり、最初は自分で課題
を解き始めます。

だんだん、「わからない
から教えて」「ここって
どうするの？」など生徒
同士で学び合ったり、教
え合ったりし始めます。

6



4 関わり合って学んでいく

机の位置取りも自由に生
徒が決めていきます。

教師は全体の様子を見な
がら進行状況などについ
て声をかけたり質問に答
えたりします。

生徒の間では毎時間さま
ざまな組み合わせで学び
合う姿が見られます。
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